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臨床研修修了後の進路

―研修医は臨床研修中の経験によって 3年 目の志望科を変更したか
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要 旨 :平成18～22年 3月 に横浜市立大学附属 2病 院の臨床研修プログラムを修了した研修医402人

(男性217,女 性185)の 進路をまとめた.3年 目に選択した診療科は内科 (神経内科を含む)32%,

麻酔科7.7%,外科7.5%,精神科 と小児科7.2%の 順に多かった.女性比率が高い診療科は皮膚科 ,

産婦人科,麻酔科,小児科,低い診療科は外科,整形タト科,泌尿器科であった.平成20～22年 に臨床

研修を修了した149人 に専門とする診療科を選択した時期,研修中に志望が変わったかどうかを質問

した。38人 (25%)は研修開始前 (医学部在学中)に志望した診療科に進み, 3分の 2が研修 2年 目

に進路を決めたと回答した。研修開始前に考えていた診療科と異なる診療科を選択した29人中11人は

内科系からタト科系に, 7人は外科系から内科系に変更していた。当院では平成22年度の臨床研修プロ

グラムでタト科,小児科,産婦人科,精神科を必修からはずした。この変更が研修医の進路選択にどの

ような影響を与えるか今後も調査を続けていきたいと考えている。
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は じめに

平成16～ 21年の医師臨床研修制度では全ての研修医が

内科,救急,産婦人科,小児科,精神科,外科を研修し

ていた.「やる気のない研修医がローテー トするのが負

担である」という指導医の意見や,「全部を必修にする

必要はない」という研修医の意見もあったが,「研修 し

てみて初めて興味をもったJ研修医もいて,必修診療科

の設定は研修医の進路選択に影響を及ぼしていたと考え

られる.こ れまでも横浜市立大学附属病院研修医の臨床

研修修了後の進路をまとめて報告 してきたが1'2),今回

5年間の進路選択をまとめるとともに, 2年 間の研修が

研修医の進路選択にどのような影響を及ぼしたかを調査

したので報告する。

対  象

平成18～ 22年 3月 に横浜市立大学附属 2病院の臨床研

修プログラムを修了した研修医440人 .

方  法

1)平成18～ 22年 3月 に臨床研修を修了した研修医が 3

年目の進路として選択した診療科を集計する.

2)平成20～22年 の 2月 に 2年 目研修医149人 に半構造

化面接を行い, 3年 目の進路を決定 したのはいつ

か,研修中に志望する診療科を変更したか,診療科

を選択した理由はなにか,を 質問した。

結  果

1)選択した診療科 (5年間の集計)

研修医440人 中402人 (男性217,女性185)の進路を

集計した (表 1).選択 した診療科は内科 (神 経内科

を含む)32%,麻酔科7.7%,タト科7.5%,精神科と小

児科7.2%の順に多かった。

女性比率が高かった (10人以上の)診療科 (女性比
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